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1） 開催予定日・場所

RIBF-ULIC-miniWS-11

2011 年 12 月 21 日 2011 年 12 月 21 日

RIBF棟 2F 小会議室 （203号室）

※　事前に仁科センターのセミナー委員会 ( npsoc@ribf.riken.jp ) に連絡し、日程重複を避けるようにしてください。

Polarization phenomenon in proton elastic scattering from unstable nuclei

陽子‐不安定核弾性散乱における偏極現象

　核子弾性散乱に見られる偏極現象は、原子核反応におけるスピン軌道結合の最も直接的な現れである。陽子‐安定核間のスピン軌
道結合についての理解は偏極陽子ビームを用いたスピン非対称測定を通じて良く確立しているのに対し、不安定核の散乱実験におい
て偏極物理量を測定することは現実的に不可能であった。これに対し、東大CNS及び理研で新たに開発した偏極陽子標的を用ること
で、不安定核（ヘリウム６及び８）からの陽子弾性散乱の偏極分解能が初めて測定された。本ミニワークショップでは、畳み込み模
型計算や相対論的インパルス近似など、核子弾性散乱の偏極現象に関する理論的なアプローチの進展について議論する。さらに、中
性子過剰核の広がった密度分布が偏極物理量に与える影響を詳細に調べるために今後取得すべきデータについて検討を行う。
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RIBF内世話人 上坂友洋 理研仁科センター 048-467-9383 uesaka@riken.jp

氏名 所属機関

旅費補助　※補助予定者についてのみ記入

交通費概算 宿泊費概算

経路

Charlotte Elster Ohio University
嘉規香織 静岡大学・理 静岡‐和光市（往復）
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蓑茂工将 九州大学・理 福岡‐羽田‐和光市（往復）

合計  ¥                                                                                                  104,500
参加予定者全員の氏名・所属機関を記入し、旅費補助予定者については補助概算額を記入してください。
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